
一
磯
子
区
版
は
毎
週
木
曜
日
発
行
で
す

磯子区防犯掲示板゛1;:::
■『振り込め詐欺』電話に注意

　証券会社など･を�る犯人から｢あ

なたの名機?･魏を贈入したい｣など

の電話がかかり｡その後｢金融庁

(警察)のヂヱックが入る｡送金Ｌな

いと私もあなたも舗まる｣と､金を

だまし融る詐欺か多発しています。
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2月14日
■犯罪発生状況
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磯子区と横浜市全域のインフルエンザ患者発生状況

　　　　　　　　　　　　　　　　※単位は人(1定点あたり)

防災意識の高さ理由か
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磯
子
区
内
ツ
ｏ
Ａ
年
突
災
発
生
件
数
剋
件
と
、
過
高
年
で
最
少
と
な
っ
た

こ
と
が
磯
子
泊
防
署
（
肖
木
哲
郎
署
長
）
へ
心
取
材
で
わ
か
っ
た
。
同
署
で
は
減
少
の
珊

由
に
っ
い
て
、
「
各
家
庭
で
突
災
予
防
機
莽
の
溥
及
」
と
「
区
民
の
防
災
意
識
の
高
さ
」

を
挙
げ
る
。

　
区
内
心
昨
年
の
火
災
発
生
件

数
認
件
。
う
ち
建
物
火
光
】

件
、
車
両
火
災
と
そ
謡
火
災

が
そ
れ
ぞ
れ
４
件
だ
っ
た
。
死

者
Ｏ
大
（
前
年
３
人
）
、
負
傷

者
３
人
（
同
８
大
）
、
焼
損
面

積
は
３
３
７
�
（
同
２
３
５
�
）

と
、
面
積
の
拡
大
は
あ
る
が
死

者
、
負
傷
者
は
減
少
し
た
。

　
巾
令
体
で
も
発
生
は
７
５
０

件
と
、
前
年
に
比
べ
て
２
０
０

件
減
少
。
磯
丿
区
は
１
８
区
申
、

２
番
目
の
少
な
さ
だ
っ
た
。

　
過
高
年
の
う
ち
辰
も
火
災

が
少
な
か
っ
た
の
は
禁
昌

件
。
ａ
年
は
そ
れ
を
ド
回
り
、

最
少
と
な
っ
た
。

各
家
庭
に
予
防
機
器
普
及

　
磯
孟
ぞ
は
減
少
心
理
由
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
Ｓ
・
Ｉ
セ

ン
サ
ー
弓
尽
障
及
を
挙
げ

る
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
燥

や
熱
を
感
知
す
る
と
警
報
音
で

住
民
に
知
ら
せ
、
火
災
か
ら
心

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
も
心
。
市
内

区内件数 死者 負傷者

2015年 23件 O人 3人

2014年 34件 3人 8人

2012年 27件 １人 8人

1995年 49件 2人 5人

心
昨
年
の
設
Ｍ
率
は

磯子区内過去の火災発生件数

し区８６
｀内％

衣ぴ）で
順陪｀

7）及同
妬を;周

っめで
たざは

家
庭
で
職
員
が
設
置

を
手
伝
う
活
動
に
取

り
組
む
。
昨
年
は
３
０

件
ほ
ど
訪
問
し
た
。

　
回
様
に
、
過
剰
な

過
熱
に
反
応
し
て
自

動
的
に
火
が
消
え
る

Ｓ
・
Ｉ
セ
ン
サ
ー
コ
ン
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口
も
「
少
し
ず
つ
鈴
及
が
進
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
分

析
す
る
。
同
Ｊ
ン
昆
０
８
年
に

設
置
が
義
務
化
さ
れ
、
市
消
防

局
で
も
鈴
及
を
進
め
て
い
る
。

　
同
署
予
防
・
課
の
奥
条
俊
雄
・
課

長
は
、
予
防
機
器
の
成
果
と
合

わ
せ
、
地
域
特
有
の
坪
由
と
し

て
「
区
民
の
防
災
意
識
の
高
さ
」

！
｀
‐
‐
ｗ
・
｀
‐
‐
Ｉ
‐
″
・
｀
‐
‐
‐

に
も
言
及
す
る
。

　
ほ
か
心
区
で
発
生
の
多
い
放

火
が
区
内
で
は
少
な
く
「
燃
え

や
す
い
も
の
を
外
に
屏
か
な
い

こ
と
や
地
域
の
防
犯
パ
ト
四
Ｉ

ル
が
活
発
な
こ
と
な
ど
、
放
火

の
Ｆ
防
策
が
区
民
心
生
活
に
根

づ
い
て
い
る
」
と
分
析
す
る
。

　
７
月
で
連
続
無
火
災
５
年
目

と
な
る
汐
見
付
自
治
連
合
会
の

岡
辺
ｆ
会
長
も
住
民
の
意
識
の

高
さ
を
挙
げ
、
ぶ
覧
台
は
集

合
住
宅
が
多
い
。
周
り
の
世
帯

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
と
、

相
続
・
遺
言
の
無
料
相
談
会

磯
子
公
会
堂
で
３
月
５
日

　
行
政
書
↓
高
田
占
衛
事
務
所

は
３
月
５
日
田
、
磯
Ｆ
公
会
堂

３
階
会
議
室
２
、
３
（
Ｊ
Ｒ
磯

子
駅
徒
歩
５
分
）
で
相
続
や
遺

言
心
無
料
相
談
会
を
行
う
。

　
「
相
続
手
続
き
を
し
な
い
ま

ま
だ
と
ど
う
な
る
心
」
「
夫
心
財

高
田
所
長
か
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

産
は
確
実
に
妻
に
相
続
さ
れ
る

の
」
と
い
っ
た
疑
問
や
、
遺
一
。
β

忿
の
河
き
方
な
ど
、
磯
ｆ
区
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て

活
動
す
る
高
田
所
長
と
、
協
力

心
″
務
所
の
ｔ
‥
Ｌ
ら
が
親
身
に
相

談
に
応
じ
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
翌
～
５

時
。
希
望
者
は
書
字
約
を
、

■
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

磯
子
区
岡
村
１
の
２
７
の
３

四
〇
４
５
・
７
５
８
’
２
０
８
０

。
人
ひ
と
り
ツ
函
意
識
が
高

い
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。

訓
練
増
加
で
情
報
拡
散
も

　
奥
条
課
長
は
、
今
年
度
心
各

自
治
会
町
内
会
に
お
け
る
防
災

訓
練
実
施
率
９
回
上
も
「
地
域

住
民
の
予
防
意
識
の
醸
成
に
繋

が
っ
て
い
る
の
で
は
」
と
話
す
。

今
年
度
心
実
施
率
は
完
月
末
時

点
で
扁
と
、
昨
年
度
晶
％

か
ら
大
き
く
上
昇
。
背
景
に
は

予
防
課
職
ほ
が
各
地
区
で
研
修

会
な
ど
を
行
い
、
企
画
の
サ
ポ

ー
ト
を
行
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

が
あ
る
。
訓
練
に
消
火
や
１
１

９
番
通
報
を
借
り
込
む
地
区
も

あ
り
、
火
災
の
知
識
も
学
ん
で

い
る
。
訓
練
時
心
消
防
職
員
心

講
評
に
は
、
巾
内
や
区
内
心
火

大
正
、
昭
和
の
雛
人
形
展
示

　
根
岸
な
っ
か
し
公
園
旧
柳
ド

邸
（
ド
町

１ ０
）
凡
百
か
ら
雛

人
形
の
痕
示
が
始
ま
っ
た
。

　
館
内
に
は
、
大
。
ふ

１
１ 。

時
代
か
ら

昭
和
初
期
、
中
期
を
中
心
と
し

た
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
家

主
で
あ
っ
た
柳
ド
家
所
蔵
の
も

心
や
、
市
民
か
ら
宵
贈
さ
れ
た

人
形
が
並
ん
で
い
る
。
静
岡
県

志
太
地
方
や
・
冨
上
川
周
辺
に
伝

わ
る
男
の
ｆ
の
雛
人
形
「
天
神

雛
」
や
、
御
殿
飾
り
な
ど
も
あ

り
、
来
場
者
は
各
時
代
の
人
形

を
眺
め
て
い
た
。

　
横
須
賀
か
ら
訪
れ
た
男
性

旧
柳
下
邸
で

は
、
「
年
代
が
違
う
雛
人
形
を

児
る
こ
と
で
、
歴
史
を
感
じ
る

災
発
生
状
況
な
ど
を
織
り
交
ぜ

る
と
い
う
。
「
住
民
が
渠
ま
る
場

で
注
意
喚
起
で
き
る
。
づ
昨
年

は
着
衣
着
火
に
よ
る
死
者
が
多

か
っ
た
」
な
ど
、
具
体
的
に
伝

え
る
こ
と
で
参
加
者
心
関
心
も

集
め
ら
れ
る
心
で
は
な
い
か
」
。

　
同
署
で
は
、
引
き
続
き
火
災

‘
Ｆ
防
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
と
い
う
。

こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
た
。

　
展
示
は
３
月
６
日
州
ま
で
。

時
間
は
午
前
９
時
ｔ
か
ら
午
後

４
時
Ｔ
（
定
休
日
あ
り
）
。

　
詳
細
は
＝
柳
。
ト
邸
四
〇
４
５

・
７
５
０
・
５
０
２
２
へ
。

妊
娠
し
や
す
い
身
体
づ
く
り

雛人形を鑑賞する来場者

仁

一

不
妊
治
療
で
や
っ
と
授
か
っ
も
身
休
づ
く
り
は
］
ｆ
け
れ
ば
早
一

た
赤
ち
ゃ
ん
の
流
産
や
り
産
い
ほ
ど
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
・

は
、
自
然
妊
娠
時
よ
り
も
確
率
産
で
産
め
る
確
率
が
高
ま
り
ま

的
に
高
い
と
。
一
。
［
わ
れ
て
い
ま
す
、
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

「
自
然
妊
娠
で
元
気
な
赤
ち
ゃ

ん
を
産
み
た
い
」
。
そ
う
思
っ
て

い
る
方
は
、
今
か
ら
身
体
を
幣

え
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
ご
身
体
づ
く
り
は
妊
娠
し
て

か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
「
マ
イ

ナ
ス
２
歳
？
吉
て
」
。
男
な
と

　　相談薬局の

㈲岩崎薬局

ａ０４５･７？１・３２８０

　　磯子区杉田4-6-】自
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広
告
・
記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
萱
０
４
５
・
２
２
７
・
５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ

イ
ン
フ
ル
流
行
ピ
ー
ク
に

　
横
浜
巾
は
２
祀
亘
市
内

で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
と
発

表
し
た
。

　
「
横
浜
市
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
情
報
５
［
づ
］
に
よ
る
と
、
２

０
１
６
年
第
５
週
（
２
月
Ｉ
口

か
ら
７
目
）
の
磯
ｆ
区
内
心
定

2016年 磯子区 横浜市

　　第1週
(1月4日～10日) 0.71 1.49

　　第2週
(1月11日～17日) 4.43 4.44

　　第３週
(1月18日～24日) 7.29 13.82

　　第4週
(1月25日～31日) 26.43 32.96

　第5週
(2月旧～7日) 49.47 46.71

点
医
療
機
関
（
７
機
関
）

か
ら
報
告
さ
れ
患
者
数

は
３
２
７
人
で
、
平
均

値
４
６
公
人
、
警
報
発

令
基
準
値
３
０
・
Ｏ
を
ト

回
り
、
警
報
が
発
令
さ

れ
た
。
市
内
全
体
で
は
、

第
４
週
（
１
月

ら
３
１
目
）
の
時
・

点２５

　一一－

日

か

で

４
２
人
と
警
報
斌
早

を３３

超
え
て
お
り
、
４
目
に

流
行
警
報
が
発
令
さ
れ

て
い
た
。

区
内
で
警
報
が
発
令

　
磯
子
区
内
心
患
者
数
を
昆
て

み
る
と
、
ｍ
ｌ
週
（
１
月
４
□

か
ら
１
０
目
）
は
５
人
、
第
２
週
（
―

月
１
１
目
か
ら
１
７
日
）
が
３
１
人
、

第
３
週
（
１
月
胃
か
ら
習
）

が
５
１
人
。
第
４
週
は
１
８
５
人

で
、
４
週
か
ら
急
増
し
て
い
る
。

学
級
閉
鎖
相
次
ぐ

　
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
と
、

Ｈ
月
か
ら
２
月
５
目
現
在
で
、

区
内
の
小
学
校
で
は
、
７
託
一

学
級
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

る
学
級
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
巾
全
体
で
も
、
小
学
生
か

ら
中
学
生
の
患
者
数
が
多
い
。

第
５
週
の
１
０
歳
ム
擢
の
患
者

一
磯
子
区
版
／
ｋ
3
9
4
２
０
１
６
年
（
平
成
2
8
年
）
２
月
１
８
日
困
号

は
Ｉ
０
６
７
入
で
、
全
世
代
で

鴛
左
っ
７
い
攻
回
　
局
ｔ
宅
政
策
９
1
1
民
委
員
募
集

　
横
浜
市
に
よ
る
と
、
入
院
例
　
四
１
″
　
　
　
　
Ｉ

や
ご
フ
ル
エ
ン
ザ
胴
掻
な
ド
市
　
　
　
　
　
空
き
家
問
題
な
ど
検
討
‐
‐
‐

心
服
症
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
流
行
？
涵
は
、
Ａ

Ｈ
ｌ
ｐ
ｄ
ｍ
０
９
聖
と
Ｂ
梨
（
Ｖ

・
ｌ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
・
ｌ
ａ
系
統
）
と
し

て
い
る
。
今
後
も
流
行
ら
継
続

が
歪
菅
れ
る
こ
と
か
ら
、
不

洗
い
や
う
が
い
な
ど
心
感
染
ｒ

防
、
？
期
受
診
な
ど
心
唄
症
化

訃
防
対
策
が
忠
君
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　
巾
の
担
当
者
は
「
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
罹
っ
た
ら
部
Ｍ
な
ど

で
隔
離
し
て
ほ
し
い
。
熟
が
す

ぐ
に
下
が
っ
て
も
、
３
～
７
目

は
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
い
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
外
出
は
控

え
て
安
静
に
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　
巾
心
総
合
的
な
往
生
政
策
に

っ
い
て
調
査
や
検
討
を
行
う
市

住
宅
政
策
審
議
会
。
同
会
で
は
、

４
月
か
ら
来
年
３
月
ご
ろ
ま
で

開
か
れ
る
第
６
次
審
議
会
の
市

民
委
員
２
人
を
募
集
中
だ
。

　
今
回
は
市
住
生
活
基
本
計
画

心
見
直
し
に
っ
い
て
、
専
門
家

ら
と
調
査
、
検
討
を
実
施
。
少

子
高
齢
化
時
代
の
住
ま
い
や
窄

き
家
問
題
等
、
今
後
１
０
年
心
住

宅
政
策
に
っ
い
て
審
議
す
る
。

　
対
象
は
市
内
在
住
の
習
以

上
で
、
過
去
に
住
ま
い
や
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
活
動
に
取
り

組
む
等
、
住
宅
政
策
に
関
心
心

あ
る
人
。
ｆ
・
目
の
口
中
や
夜
間

に
開
催
さ
れ
る
審
議
会
に
出
席

で
き
る
こ
と
が
条
件
。
区
役
所

広
報
相
談
係
や
市
役
所
市
民
情

報
セ
ン
タ
ー
で
配
布
巾
の
応
邨

用
紙
に
必
要
事
項
と
小
論
文

「
今
ま
で
に
住
宅
に
関
わ
っ
た
心
″

項
と
住
宅
政
策
で
関
心
の
あ
る

嘔
項
」
（
８
０
０
才
程
度
）
を
’
記

入
し
、
郵
送
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
応

募
。
宛
先
は
〒
２
３
１
－
Ｏ
Ｏ

１
７
中
区
相
生
町
３
昌
？

「
建
築
局
住
宅
政
策
課
」
か

n
c
j
u
t
a
l
u
s
e
i
4
u
@
d
y
･

蓉
ｏ
ｒ
呑
。
習
必
着
。

　
応
募
に
関
す
る
問
合
せ
は
建

築
・
局
住
宅
政
策
課
四
〇
４
５
・

６
７
１
・
２
９
２
２
へ
、
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児童虐待増加が背景に

|日日||日目口|||聞聞||日|日||||||||||||||||||日目口

横
浜
巾
は
妊
娠
や
出
産
、
育
児
な
ど
の
悩
み
を
電
話

や
メ
ー
ル
で
相
談
で
き
る
窓
口
「
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ヨ

コ
ハ
マ
」
を
こ
の
ほ
ど
開
設
し
た
。
Ｆ
期
し
な
い
妊
娠
で

悩
む
女
性
が
、
孤
立
す
る
こ
と
な
く
相
・
談
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
心
が
担
い
。
妊
娠
７
明
か
ら
の
支

援
充
実
と
児
童
虐
待
防
ふ
１
１

‐
に
っ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

　
に
ん
し
ん
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ヨ
コ
ハ
マ

は
臨
床
経
験
５
年
以
上
心
保
健

師
や
助
産
師
、
看
護
師
な
ど
の

相
談
貝
が
妊
娠
や
出
産
、
育
児

に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
相
談
者

に
３
６
５
目
対
応
す
る
。
必
要

に
応
じ
、
各
区
の
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
心
相
談
支
援
機
関

を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
継
続
的

な
サ
ポ
ー
ト
を
目
指
す
。

　
横
浜
巾
児
童
梢
談
所
で
の
児

竜
虐
待
心
相
談
・
通
告
受
理
件

数
は
年
々
増
加
し
、

。
イ
り
・
ｆ
４

ごT7

耳Tly

２
０
１
４

　I

，

j;';1

.

1r;＆・

●'･････…………:-●'●●･1f--‥･-rl㎝ﾐr●¶● ● ･ ● f － 多 ･ ･

啓
発
用
に
掲
示
さ
れ
る
ポ
ス
タ
ー

‖|llllllllllll目11111111111mllllllllllllllllllHIIII

年
度
に
は
４
５
０
７
件
と
過
去

最
多
と
な
っ
た
。
厚
生
労
働
省

が
昨
年
１
０
月
に
発
表
し
た
検
証

結
果
に
よ
る
と
、
心
中
以
外
の

虐
待
死
は
Ｏ
歳
児
が
死
亡
事
例

全
体
の
４
割
以
上
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
、
妊
婦
健
康
診
伐
の

未
受
診
や
望
ま
な
い
妊
娠
で
あ

る
ケ
ー
ス
も
目
八
っ
た
。
巾
こ

ど
も
青
少
年
局
こ
ど
も
家
庭
課

に
よ
る
と
、
妊
婦
健
診
を
受
け

ず
出
産
時
に
初
め
て
医
療
機
関

を
訪
れ
る
「
飛
び
込
み
出
産
」

は
、
市
内
で
も
年
間
昌
件
あ

る
と
い
う
。

妊
婦
の
孤
立
防
ぐ

　
巾
で
は
各
区
心
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
で
も
妊
娠
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
る
が
、
利
用

者
は
多
く
な
い
の
が
現
状
だ
。

間
諜
担
当
者
は
「
特
に
若
年
層

は
区
役
所
に
は
行
き
づ
ら
さ
を

感
じ
る
と
思
う
。
（
に
ん
し
ん
Ｓ

Ｏ
Ｓ
は
）
夜
間
や
上
目
も
行
っ

て
い
る
の
で
気
軽
に
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

　
１
月
２
１
日
の
開
設
以
降
、
相

談
は
１
日
あ
た
り
Ｉ
～
２
件
来

て
い
る
。
同
担
当
者
は
「
ｙ
く

相
談
す
る
こ
と
で
産
む
準
備
も

整
え
ら
れ
る
し
、
状
況
に
よ
っ

て
は
産
ま
な
い
選
択
を
す
る
こ

と
も
で
き
る
。
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
考
え
が
変
わ
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
一
人
で
悩
ま
な
い
で

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
日
本
助
産
師
会
則
会
長
の
山

本
詩
子
さ
ん
（
山
本
助
産
院
・

金
沢
区
）
は
、
同
嘔
業
を
「
児

・
盾
虐
待
を
予
防
す
る
た
め
に
も

重
要
」
と
評
価
す
る
。
一
方
、
「
本

来
、
妊
娠
は
喜
ば
し
い
こ
と
。
宕

期
し
な
い
妊
娠
’
」
「
だ
け
で
な
く
、

幅
広
い
相
談
を
受
け
入
れ
て
い

る
こ
と
も
周
知
し
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
も
話
し
た
。

　
相
・
談
は
四
〇
４
５
・
６
６
２

を
５
５
２
４
（
午
前
１
０
時
か
ら

午
後
１
０
時
）
、
メ
ー
ル
は
横
浜

巾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ

ス
で
き
る
。
無
料
（
通
話
料
は

自
己
負
担
）
。

ウ
ス
イ
ホ
ー
ム
杉
田
店

物
件
問
わ
ず
不
動
産
買
取
り

査
定
無
料
、
即
金
対
応
も

　
ウ
ス
イ
ホ
ー
ム
杉
田
店
（
磯

子
区
中
原
４
の
習
２
７
）
で
は
、

不
動
産
心
買
取
り
を
弛
化
し
て

い
る
。
戸
建
て
、
Ｌ
地
、
マ
ン

シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
が
対
象
。

建
物
は
築
年
数
の
経
過
で
汚
れ

即金買取りのﾒﾘｯﾄ

●近所に知られることなく売却

●販売期間なしで現金化

●建物の傷みや室内状況は不問

や
傷
み
が
目
な
つ
も
の
で

も
査
定
可
能
。
室
内
状
況

な
ど
も
問
わ
な
い
。
物
件

の
調
害
・
査
定
費
用
は
無

料
と
な
っ
て
い
る
。
即
余

買
取
り
も
行
っ
て
お
り
、

「
自
宅
の
売
却
が
近
所
の

三
宅
右
近
家
出
演
の
狂
言
会

久
良
岐
能
舞
台
で
３
月
1
3
日

　
久
良
岐
能
舞
台
（
岡
村
８
心

２１
の
７
）
で
３
月
１
３
目
㈱
、
毎

年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い

る
同
胞
・
設
９
目
主
事
業
「
久
良

岐
狂
言
会
」
が
行
わ
れ
る
。
市

・
又
化
観
光
局
後
援
。

　
催
し
で
は
・
。
。
宅
打
近
家
に
よ

る
狂
一
．
ａ
が
披
露
さ
れ
る
。
出
演

す
る
の
は
、
能
楽
師
で
屯
。
要
無

形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
の

三
宅
右
近
氏
や
、
右
近
氏
の
息

子
で
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
す

　
す
ｄ
の
り
　
ｒ
。
力
な
り

る
れ
矩
氏
、
知
成
氏
ら
。

　
当
日
は
「
萩
大
名
」
や
「
叡

山
」
、
「
舟
渡
慧
の
豪
華
３
演

噂
に
な
る
」
「
家
の
内
覧
・
見
学

に
何
人
も
訪
れ
る
」
な
ど
の
心

配
を
解
消
。
他
人
心
目
を
気
に

せ
ず
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ウ
ス
イ
ホ
ー
ム
は
不
動
産
を

主
軸
に
横
浜
・
横
須
賀
・
湘
南

エ
リ
ア
に
３
１
拠
点
を
展
開
。
帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
調
べ
了
ｏ

１
３
１
４
年
度
２
年
連
続
、
神

奈
川
県
内
心
不
動
席
代
坪
・
仲

介
業
者
心
売
七
ラ
ン
キ
ン
グ
で

ナ
ン
バ
ー
ー
を
獲
得
し
て
い
る
。

　
不
動
産
買
取
り
心
相
談
は
、

杉
田
店
Ｉ
Ｏ
１
２
０
・
９
３
８

時
間
肺
チ
ケ
ッ
ト
は
令
席
自

由
で
３
５
０
０
円
。
同
伴
の
小

中
学
生
は
無
料
。
演
と
も
カ
ー

ド
保
持
者
や
学
生
は
優
待
剖
引

あ
り
。

　
チ
ケ
ッ
ト
の
申
し
込
み
や
催

事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
久

良
岐
能
舞
台
四
〇
４
５
・
７
６

１
ｓ
３
８
５
４
（
午
前
１
０
時
か

ら
午
後
５
時
）
へ
。

－ Ｒ Ｓ ● 〃 乙-

}゛i逗)ん2,7zαAoal/，
汐ﾅ哺孵海老･壷ﾌヱｱ瓦
3月311ﾖ朗まで

海老･壁をふんだん1二用いた
料理をブッフエ形式で｡前菜かZZ:

　　7φz77z･:zzza

横浜市内のホテル情報コーナーです
ら焼きたてピッツァ､自家製パスタ､ボイルズヮイ蟹

や握り寿司まで多彩な料理を楽しめる。
※電話番号はすべて代表番号になります

　お問い合せの際は｢タウンニュース見た」とお伝え下さい

開
港
祭
大
使
を
募
集

市
内
各
地
で
Ｐ
Ｒ
活
動

初
夏
の
風
物
詩
「
横
浜
開
港

－ 一 一

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
の
受
付
対
応
フ

そ
の
他
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
心
胆

伝
い
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
へ
心
出
演

や
雑
誌
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
「
親
善
大
使
」
一
対
応
な
ど
も
。
時
間
は
３
、
４

火
星
し
て
い
る
。

　
活
動
内
・
皆
は
、
Ｌ
に
Ｌ
・
日

・
祝
日
に
横
浜
市
内
の
よ
罰

な
ど
で
開
港
祭
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。

NU

＝・ 当
日
は
、
会
場
で
の
イ
ベ

ス
タ
ッ
フ
活
動
や
イ
ン
フ

以前の開港祭親善大使たち

時
間
か
ら
全
日
な
ど
活
動
に
よ

り
異
な
る
。

　
対
象
は
１
８
歳
以
上
の
明
る
い

女
性
（
高
校
生
は
不
可
）
で
、

人
数
弛
笑
を
Ｆ
定
。
外
国
人

留
学
生
も
歓
迎
し
て
い
る
。

　
選
考
は
書
類
審
査
の
上
、
面

接
。
希
望
者
は
履
歴
潟
（
写
真

添
付
）
１
部
を
ド
記
ま
で
郵
送

す
る
。
〒
２
３
１
－
Ｏ
０
１
２

横
浜
市
中
区
相
生
町
１
の
１
８
光

南
ビ
ル
２
Ｆ
－
Ｂ
号
室
、
横
浜

開
港
祭
実
行
委
員
会
「
開
港
祭

親
善
大
使
応
募
係
」
へ
。
３
月

８
日
必
着
。
回
同
実
行
委
四
〇

４
５
・
２
１
２
・
５
５
１
１

広
告
・

｜

｜

rWeissjとコラボショコラ

助

助
自
共

　
こ

　
Ｉ
Ｉ
″
Ｉ
″

ざ

い
gg

｢紅ほっぺとピスタチオのタルト｣､｢いちごメロンバン｣な

どいちごスイーツ＆パン全11種類を販売中。

BIFrドーレ｣がフランスの老舗

ショコラプランド｢Weiss｣(ヴェ

イス)と日本初のコラボレー

ション商品の販売をスタート。

3個864円､6個入1､728円。

「石川県｣テーマにデ;rナーブッフェ

ー－‥一一一一
２月２９日【月】まで　iry･･,-j
2F｢ｶﾌｪﾄｽｶ｣で加賀の伝統野菜や珍しい国産

ｲﾀﾘｱ米のﾘｿｯﾄ､｢ﾔﾏﾄ醤油味噌の‘｀いしる『

でﾏﾘﾈしたﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌ』など石JII県の山海の幸

をｵﾘｼﾞﾅﾙﾒﾆｭｰで､大人5､346円(税ｻ込)~。

横浜･箱根rハイカラの旅j

5月26日(木)まで

同ﾎﾃﾙと富士屋ﾎﾃﾙに泊まる2
泊3日の贅沢な宿泊ﾌﾟﾗﾝ,両ﾎﾃ
ル間はタクシーで送迎､夕食･朝食付きで2名1室62､000

円／人(1名1室料金あﾘ)｡日～木履出発限定。

　津波対策で最初に考えることは､F今自分のいるところ

か海抜何メートルか｣です｡津波予想の高さより低い所に

居る人は逃げる必要があります｡気象庁から津波予測の第

１報として３分後に発表されますが､外海の海辺に居る時

などは津波警報を確認している時間的余裕は無いかもし

れません｡大きな地震を感じた時や揺れの継続時開か異

常に長いと感じた時は津波が来ると考えて､まずは高い所

へ避難することです｡横浜など東京湾内の津波は最大５

ｍ程度です｡埋立地や低い市街地でも海抜２ｍ近くはあ

記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
萱
０
４
５
・

つ
｀
つ
‐
‐
７

るので浸水は２階の床上程度までと考えられます｡従って涜されない鉄筋の3階以上で助かりま

す｡東京瀧内では津波到達までに時間的余裕か若干あるので地下街にいる時などは慌てずに先

ホテルランチブッフエ開催中

2月ランチテーマは｢冬のﾗﾝﾁﾌﾟｯﾌｴ｣、

約30品の料理やﾃﾞｻﾞｰﾄ､10種のﾄﾞﾘﾝｸを

,●
亀

一

時間制限なしで楽しめる｡桜木町5Fﾍﾞｲｻｲﾄﾞ通常2,300円→

平日2,050円税込,伊勢佐木町2Fｱｸｱﾏﾘﾝ1,800円税込。

お得な読者限定昼会席

4月30日(土)まで

旬の良材を盛り込んだ料理長こだわりの長会席，

｢ﾀｳﾝ見た｣と予約の上,本紙持参でﾜﾝFﾘﾝ

ｸとﾃﾞｻﾞｰﾄ5点盛り,食後のｺｰﾋｰ付3,600

円(税ｻ込),日本料理(随縁剔ずいえんてい)｣，

著者紹介:防災を考える会･磯子

｢防災を考える会･磯子｣

は､迫り来る大災害での防

災･減災を目指し､家庭や

地域の防災力向上の研究

を重ね､その成果の発信や

講演などを行っているボランティア団体です。

ずは地上に出ましょう｡逗子､鎌貪､湘南など外洵に面し

た地帯は10～15mの諸波が予想されます｡大地震で

は｢譚狼てんでんこ｣で十分な廂い所を目指していち早

く避難して下さい｡侈くの危険地域では海抜表示と浬波

避難経路表示があります｡普段から逃げ方をチエリクし

て歩さましょう。

・
５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ

一 一

巧
み
な
話
芸
を
披
露

好
楽
さ
ん
ら
観
客
沸
か
せ
る

　
杉
田
劇
場
で
２
月
１
３
口
、
「
第

１５
囲
い
そ
ご
ふ
る
さ
と
寄
席
」

が
行
わ
れ
た
。

　
テ
レ
ビ
番
組
「
笑
点
」
で
お

馴
染
み
心
落
諸
家
、
三
遊
亭
好

楽
さ
ん
ら
を
招
き
、
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
こ
心
寄
席
。
２
０

１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
発
生

以
降
は
、
被
災
地
で
あ
る
宮
城

県
気
仙
沼
市
の
復
興
商
店
街
応

好
楽
さ
ん
の
落
語
に
聞
き
入
る
観
客
た
ち

－
磯
子
区
版
／
ｋ
3
9
4
２
０
１
６
年

（
平
成
2
8
年
）

援
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
寄
席
実
行
委
員
会

心
佐
藤
祐
治
さ
ん
は
冒
頭
、
来

場
酋
に
向
け
て
「
短
い
時
間
で

す
が
楽
し
ん
で
」
と
挨
拶
。
地

元
杉
田
出
身
心
お
笑
い
芸
人
・

横
浜
ヨ
コ
ハ
マ
が
漫
才
を
、
林

家
三
里
さ
ん
と
林
家
木
久
蔵
さ

ん
が
古
典
落
語
を
披
露
。
ト
リ

を
飾
っ
た
好
楽
さ
ん
の
［
な
ぐ

す
り
］
に
は
、
観
客
か
ら
繰
り

返
し
大
き
な
笑
い
が
沸
き
起
こ

っ
て
い
た
。
初
め
て
寄
席
に
訪

れ
た
と
い
う
観
客
は
「
皆
さ
ん

の
話
が
面
白
く
、
引
き
込
ま
れ

て
し
ま
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
」
と
大

満
足
心
様
子
た
っ
た
。

　
会
場
ロ
ビ
ー
で
は
ふ
か
ひ
れ

や
磯
兜
‥
な
ど
、
気
仙
沼
の
特

産
Ｍ
の
販
売
も
行
わ
れ
た
。

２
月
１
８
日
南
号

5
0
歳
か
ら
の
健
康
ダ
イ
エ
ッ
ト

や
Ｉ
″
一
て
太
ら
な
い
体
作
り
が
特
徴

　
全
国
各
地
で
３
０
代
ふ
代
の

な
性
か
ら
評
判
の
「
米
国
栄
養

学
博
1
2
・
松
本
玲
子
先
生
の
健

康
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
。

　
身
休
心
什
組
み
に
逆
ら
わ
な

い
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
て
、

今
ま
で
の
常
識
が
変
わ
る
か
も
。

目 Ｌ i;z11

F9 ｉ =H 日ZI

両 一

2/29㈲ウィリング櫓浜
｜

目
を
、
解
説
付
き
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

　
午
後
１
時
翌
開
場
で
、
２

＝
＝
＝
Ξ
一
Ξ
Ξ
一
＝
＝
Ξ
一
一
Ξ
＝
＝
＝
Ξ
一
Ξ
＝
Ξ
Ξ
＝
Ξ
＝
Ξ
＝

と
９
」
と
。

　
今
回
の
無
料
説
明
会
「
第
３
１
祭
」
が
６
月
１
目
㈲
と
２
Ｈ
ｍ

期
生
募
集
）
は
、
茜
会
場
５
～
に
行
わ
れ
る
。
実
行
委
員
会
で

６
人
の
少
人
数
詞
心
た
め
霞
漕
は
、
４
月
中
旬
か
ら
当
日
ま
で

話
ｒ
り
担
当
は
、
太
刀
川
桂
一
開
港
祭
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

ま
た
で
人
．
人
に
個
別
指
代
ｆ
完
生
な
ど
が
務
め
る

導
を
含
め
、
健
康
的
な
ダ
イ
エ
ー

ッ
ト
ヘ
と
導
い
て
く
れ
る
。
　
一

　
そ
の
た
め
「
多
く
心
方
を
指

導
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
鼓
後
の

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
思
わ
れ
て
い
る

方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
」

(京急｢上大岡駅｣から徒歩３分)

磯子公会堂

(ＪＲｒ磯子駅)から徒歩5分)

戸塚公会堂

(ＪＲｒ戸塚駅)から徒歩７分)

金沢産業振興センター

(｢産業振興センター駅｣から徒歩1分)

＜第２会場＞
－
‐

3/1圃

3/2喇

<第1会場>

3/2喇

<第2会場>

－
－
－
－

一 一一 一

「
最
後
の
ダ
イ
エ
ン
ト
」
に
と
集

ま
っ
た
参
加
者
か
ら
は
、
知
ら
な

い
こ
と
は
か
り
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
法

に
「
へ
え
Ｓ
、
ほ
お
～
」
と
罵
き
の
声

値塵ダイエットクラプ事務局,ぶ回;，
講師・ 0120-78-8140円詰問回)太刀川佳代子1
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■
磯
子
区
版
／
ｋ
3
9
4
２
０
１
６
年

（
平
成
2
8
年
）

２
月
1
8
日
南
号

一

ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
振
興
を

功
労
者
ら
新
年
の
つ
ど
い

　
区
内
で
ス
ポ
ー
ッ
活
動
に
励

む
個
人
や
団
体
が
参
加
す
る

「
新
春
磯
子
区
ス
ポ
ー
ッ
人
の

集
い
」
が
２
月
５
日
、
㈱
Ｉ
Ｈ

Ｉ
横
浜
事
業
所
で
聞
か
れ
た
、

主
催
は
磯
子
区
体
育
協
会
。

　
回
協
会
で
は
こ
れ
ま
で
行
政

が
事
務
局
を
担
っ
て
き
た
が
、

昨
年
か
ら
協
会
に
よ
る
運
常
に

　
会
で
は
、
今
年
度
ス
ポ
ー
ツ

の
分
野
で
活
躍
し
た
人
へ
の
表

彰
も
行
わ
れ
た
。
長
年
区
内
心

一
少
年
野
球
の
詩
及
・
振
興
に
貢

一
献
し
て
い
る
こ
と
か
ら
横
浜
ス

移
行
し
、
白
々
。
化
の
第
一
歩
を
Ｉ
ポ
ー
ツ
普
及
功
労
賃
に
選
ば
れ

踏
み
出
し
て
い
る
。
須
田
幸
雄
一
た
南
昭
治
さ
ん
は
「
大
変
光
栄
。

会
長
は
挨
拶
で
、
新
た
な
運
営
一
今
後
も
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ

体
制
へ
心
協
力
に
感
謝
の
河
葉
一
に
親
し
め
る
よ
う
励
み
た
い
」

を
述
べ
な
が
ら
「
今
後
も
地
域
一
と
阿
び
を
口
に
し
た
。

の
み
な
さ
ん
と
、
明
る
く
、
住
一
　
そ
の
ほ
か
の
受
賞
者
は
次
の

み
よ
い
街
心
実
現
の
た
め
に
ス
ー
通
り
（
敬
称
略
）
。
▽
横
浜
ス

ポ
ー
ツ
穴
蒔
か
ら
・
に
献
し
た
Ｉ
ポ
ー
ツ
｀
‥
及
功
労
賞
／
佐
々
木

い
と
話
し
て
い
尽
　
　
　
蛮
［
久
雄
（
野
球
協
会
）
▽
横
浜

一 一

鏡
割
り
を
行
う
須
田
会
長
（
左
）
と
小
林
区
長
（
中
央
）
と
磯
子
事
業
会
の
山
下
副
会
長

動
物
園
の
役
割
知
る
講
演
会

市
獣
医
師
会
が
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
（
公
社
）
横
浜
市
獣
医
師
会

（
井
上
亮
一
会
長
）
は
、
３
月
６

日
順
に
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
動

物
か
ら
元
気
を
も
ら
お
う
～
動

物
園
を
も
っ
と
楽
し
む
」
を
市

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

（
中
区
桜
木
町
太
Ｔ
）
で
開
く
。

　
第
。
都
心
講
演
会
で
は
、
よ

こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
の

村
田
浩
一
園
長
が
講
師
を
務
め

る
。
獣
医
師
、
園
長
と
し
て
動

物
園
で
働
い
て
い
る
経
験
や
、

大
学
教
授
と
し
て
野
生
動
物
に

親

子

ミ

ー

W一心

　
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
３
月
５
日

　
磯
子
区
役
所
１
階
公
会
常
集

会
室
で
３
月
５
目
出
、
磯
子
区

一 一

関
す
る
研
究
を
行
う
な
場
と
し

て
、
動
物
園
の
裏
側
や
取
組
な

ど
に
っ
い
て
話
を
す
る
。
市
獣

医
師
会
の
五
十
嵐
隆
さ
ん
は
、

「
繁
殖
セ
ン
タ
ー
っ
て
何
」
を
テ
ー

ー
マ
に
講
演
す
る
。
第
二
部
は
、
一

巾
獣
医
師
会
の
恩
田
英
治
さ
ん

が
座
長
を
務
め
、
村
田
さ
ん
、

五
ト
嵐
さ
ん
、
＃
Ｌ
会
長
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
な
り
テ
ー
ブ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。

一

ス
ポ
ー
ッ
功
労
賞
／
【
Ａ
項
】

高
橋
康
男
（
野
球
協
会
）
／
【
Ｂ

項
一
佐
々
木
智
之
（
ボ
ウ
リ
ン

グ
協
会
）
▽
横
浜
ス
ポ
ー
ッ
優

秀
選
手
賞
／
【
Ｃ
項
】
加
藤
慧

一
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
）
▽
磯

子
区
ス
ポ
ー
ッ
功
労
賞
／
大
石

悛
寛
（
剣
道
連
盟
）
、
大
佐
占

秀
明
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
）
、

官
野
け
い
ｒ
（
婦
人
バ
レ
ー
ボ

-

ヨコハマ

映画祭

一

映
画
フ
ァ
ン
集
う

関
内
ホ
ー
ル
で
表
彰
式

　
ス
ポ
ン
サ
ー
を
持
た
ず
に
映

画
フ
ァ
ン
が
手
作
り
で
開
催
し

て
い
る
「
ヨ
コ
ハ
マ
映
画
祭
」

が
２
月
７
目
に
関
内
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
、
映
画
フ
ァ
ン
約
１
１

Ｉ
ル
愛
好
会
）
、
橋
本
夜
詩
匠
ｏ
ｏ
人
が
集
ま
っ
た
。

（
レ
デ
ィ
よ
バ
ド
サ
ト
こ
　
今
回
で
習
目
と
な
る
同
映

部
）
、
横
浜
心
立
浜
中
学
校
野

球
部

谷
後
悔
し
な
い
霊
園
選
び
」

一 一 一 一 一

「
ゆ
き
げ
」
が
冊
子
を
無
料
送
付

　
「
悦
て
て
決
め
て
し
ま
い
、
今

に
な
っ
て
後
悔
し
て
い
る
」
「
需

園
に
っ
い
て
の
知
識
が
不
足
し

て
い
る
」
－
。
位
地
は
何
度

も
買
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ

そ
納
得
で
き
る
。
裳
園
を
選
び
た

い
も
の
。
そ
ん
な
不
安
を
解
消

す
る
冊
子
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

一
知
だ
ろ
う
か
？

　
「
後
悔
し
な
い
霊
園
選
び
の

ポ
イ
ン
ト
は
？
」
「
良
い
心
．
－
園
を

一
選
ぶ
ポ
イ
ン
ト
は
？
」
「
後
継
者

一
が
い
な
く
て
も
草
地
は
買
え
る

C･6、

･ Ｊ

きげ吊

ッ
シ
ョ
ン
は
３
時
半
か
ら
４
時

翌
ま
で
。
１
時
習
か
ら
は
、

優
良
飼
い
ト
表
彰
を
行
う
。
参

加
無
料
。

詳
細
は
、
市
獣
医
師
会
事
務
一

講
演
会
ａ
午
後
・
肱
詰
盆
ｏ
４
５
・
７
５
１
・
５
ｏ
一

晶
分
。
テ
ー
プ
ル
デ
ィ
ス
カ
ー
ー
へ
。

　
磯
子
区
主
任
児
碩
委
ほ
で
結

成
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
演
奏

を
披
。
露
。
子
ど
も
と
一
緒
に
手

遊
び
し
た
り
、
歌
っ
た
り
し
な

が
ら
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト
。

　
主
任
児
・
債
委
員
と
は
、
厚
生

労
働
宵
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
委

吋
地
域
心
子
ど
も
た
ち
が
元

当
日
は
、
地
域
で
見
守
り
活
動

を
行
う
児
敬
委
員
と
コ
ン
サ
ー

ト
を
通
し
て
交
流
す
る
。

　
入
場
無
料
。
午
前
１
０
時
寥
開

演
、
１
１
時
半
ま
で
（
１
０
時
開
場
）
。

対
象
は
区
内
在
住
の
Ｏ
～
２
歳

ツ
ど
も
と
保
護
者
、
先
着
匹
一

組
（
事
前
予
約
）
。

ｔ
ｆ
Ｍ
叙
＆
ほ
り
一
ｒ
ィ
ン
り
１
一
収
こ
配
ヽ
し
し
ｒ
降
ら
き
５
Ｅ
う
．
洋
咄
よ
Ｋ
ニ
ビ
む
叡
ａ
妃
爰

－・

の
？
」
と
い
っ
た
疑
問
に
答
え

る
同
冊
澱
編
集
し
た
「
ゆ
き

げ
」
の
㈱
コ
ー
プ
総
合
葬
祭
に

は
「
注
意
す
べ
き
要
項
や
失
敗

談
が
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

肖
祭
の
表
彰
式
に
は
ご
Ｅ
演
女

優
賞
を
受
賞
し
た
綾
瀬
は
る
か

さ
ん
や
最
優
秀
新
人
賞
心
広
瀬

す
ず
さ
ん
ら
、
昨
年
の
目
本
院

肖
の
顔
と
な
る
豪
華
な
顔
ぶ
れ

が
揃
っ
た
。
横
浜
出
身
心
藤
野

涼
ｆ
さ
ん
（
最
優
秀
新
人
賞
）

や
保
士
ケ
谷
区
在
住
心
人
崎
尽

監
督
（
公
社
の
弟
し
も
ひ
壇
。

１
人
ず
っ
あ
い
さ
っ
を
し
た
後

に
フ
ァ
ン
が
花
束
を
不
渡
し
に

い
く
場
面
も
あ
り
、
客
席
と
舞

台
が
近
い
ヨ
コ
ハ
マ
欧
州
祭
な

同
社
で
は
サ
ー
ビ
ス
開
始
門
ら
で
は
の
交
流
も
み
ら
れ
た
。

周
年
を
記
念
し
て
同
冊
子
を
土

Ｏ
Ｏ
名
に
無
料
送
付
す
る
。
県
一

内
２
０
生
協
の
共
同
出
資
で
設
立

し
た
同
社
は
、
仏
事
の
ト
ー
タ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
利
用
が

か
ら
の
評
価
も
高
い
。

　
申
込
み
は
「
ゆ
き
げ
案
内
セ

ン
タ
ー
」
圖
Ｏ
１
２
０
・
６
８

８
・
９
９
ｏ
（
１
０
時
～
１
７
時
ｔ
）
、

ま
た
は
Ｈ
Ｐ
（
封
間
受
付
）
。

【
請
求
番
弓
・
５
７
０
２
】

　
Ｊ
Ｒ
磯
丿
駅
９
ハ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
前
に
桶
え
ら
れ
て
い
る
河

呻
桜
の
っ
ぼ
み
が
、
遠
慮
し
が

ち
に
花
開
き
始
め
た
。

〃

／´

メ

♭４

　
鎌
倉
を
舞
台
に
し
た
盾
街

ｄ
ｉ
ａ
ｒ
ｙ
』
が
作
品
賞
、
恥

演
女
優
賞
、
最
優
秀
新
人
賞
、

監
督
賞
、
撮
影
賞
と
５
冠
を
獲

得
。
足
技
裕
和
監
督
は
鎌
倉
に

実
在
す
る
民
家
を
ロ
ケ
地
に
使

っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
た
。

　
主
演
男
優
賞
心
永
瀬
正
敏
さ

ん
は
あ
い
さ
っ
で
、
「
生
ん
で
も

ら
っ
た
場
所
が
映
画
で
あ
り
、

横
浜
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
横

浜
愛
を
語
っ
た
。
特
別
入
賞
を

受
賞
し
た
樹
木
希
林
さ
ん
は
、

「
色
ん
な
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
も
ら
っ

た
け
れ
ど
、
ヨ
コ
ハ
マ
映
。
向
祭

が
一
審
か
っ
こ
い
い
の
。
姪
が

継
い
だ
野
毛
の
実
家
心
店
に
置

い
て
も
ら
っ
て
、
撫
で
る
と
ご

利
益
が
あ
る
よ
う
に
し
て
も
ら

え
た
ら
」
と
、
軽
快
な
ト
ー
ク

で
会
場
を
盛
り
卜
げ
た
。

【２０１５年日本映画ベストテン】１位｢海街diary｣2位｢恋人たち｣３位｢百円の恋｣４位Fバクマン｣５位｢野火｣

６位｢あん｣７位｢岸辺の旅｣８位｢トイレのピエタ｣９位｢お盆の弟｣１０位｢さよなら歌舞伎町｣私配倍ﾋ辻つ、。

柵が咲き�るシーズン。
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しく咲く欄を眺めに､出　｀

かけてみｒはいかがで

しょう。

いそご

梅の見どころＭＡＰｅ
2016.2.18

根岸森林公園

"‾－｀ぢ‾゛｀ヽ
広大な芝生の広場と丘

の間に梅林がある｡シー

ズンには約70種350本

の梅か咲き語る。

｀k-

。4

　　-la皿･

　岡村公園

ご－15へ

　約170本の梅のある梅林｡高い所

　から､梅の咲き諾る様子を見るの

　かお薦め。

　2/27(士)18時～ライトアップ

　2/28(日)10時～15時｢梅まつり｣
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｜

ｌ

ｌ

ｌ
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r ･ ¶ W 〃

子

妙法寺
－'ざ‾‾～
かつで杉田梅林のq⊃心

として賑わっでいた｡名

木｢照水櫛(しだれ梅)｣

など約50本。

／
’
／
’
ｙ

岡村天満宮

⌒ｒ‾゛゛
‐つの花にハつの実を

つける珍種｢座林梅｣が

ある。
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2/20公開

に
必
、
６
ｔ
症
よ
圃
ｔ
土
９
意

新杉田･･゛

出札……)カンパリトマト

回UIヶ谷ﾄﾞ仏回町)

裂

数び゛

加

洋光台西公園

　--‾｀ぢ‾‾-ヽ
約100本の梅のある大きな公園。

｢梅の里まつり｣は2/20(土)10時～

14時頃｡特設ステージでの演奏や

ダンス､模擬店も。

｡｡ノ

f/゛

久良岐公園

乙～li‾－｀
約９０本の梅が咲く梅

林｡自然厩かな広い公園

なので､ピクニックなど

にもお薦め。

ｊ

ブドウのように房ごと収穫できる房採り､中玉の

｢カンバリトマト｣｡農業先進国のォランダで主流

のﾄﾏﾄで､山本さんは10年間育て続1･ﾀでいる。

｢昔ながらのﾄﾏﾄの香りと､甘みや酸昧なとのバ

ランスが特徴です｣｡温室で夏場を除く一年中収

穫でき､食べるのにちょうと'いいサイズが人気。

｢サラダか一般的ですが､ミネストローネなどの

スープにするとトマトの美味しさがより味わえます｣

　　。山本温室園で直売コ?ｌ

ｌＥ営業1月'か金10湘｀12;叩ヽ13畑-Iｧ剖

買Ｘます。天王町商嗜街｢唯2｣朝市

ン″リト７卜の浅漬け
力

ｆ
ｒ
－
Ｉ
ｒ
ｒ
－

㎜ ㎜ ■ ■ ■

　嗜さんのおすすめポ･イント

かつおだしは｡永と＊だしでも大丈夫です｡残り汁は癩天･

ても箇味Ｌいでず､ぜむお試しあれ。　　　　　７

ゝ

J

－ 一 一

名
作
劇
場
の

企
画
展

磯
子
図
書
館

　
磯
ｆ
図
恩
明
敏
フ
四
ア
で

奎
．
．
出
展
「
あ
の
名
作
こ
の
本
か

ら
～
1
.1
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
株

式
会
社
４
０
年
記
念
展
示
」
が
明

‐
‐
磯
子
駅
前
の
河
津
桜
開
花

一
足
早
い
春
の
足
音

　
河
津
桜
は
１
月
ド
旬
か
ら
２

月
に
か
け
て
開
花
す
る
？
咲
き

の
桜
で
、
存
の
訪
れ
を
旨
げ
る

花
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
撮

昌
口
吻
か
ら
習
㈹
ま
で
開

か
れ
る
。

　
世
界
名
作
劇
場
心
中
か
ら
、

「
赤
毛
心
ア
ン
」
「
あ
ら
い
ぐ
ま

ラ
ス
カ
ル
」
「
母
を
た
ず
ね
て
Ｉ
．
。

千
眼
」
「
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
」

の
４
作
品
の
複
製
原
画
を
展
猷

す
る
。

　
「
ｆ
ど
も
の
こ
ろ
テ
レ
ビ
で
日

本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
匝
界
名

一
影
に
・
訪
れ
た
２
月
１
０
日
に
は
、

大
き
く
膨
ら
む
っ
ぽ
み
と
と
も

に
、
美
し
い
桃
色
の
花
が
少
し

ず
つ
開
花
し
て
い
た
。

　
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
駅
を
利
用
す

る
人
た
ち
は
、
時
折
桜
の
前
で

足
を
削
め
て
「
き
れ
い
ね
」
と

話
し
、
。
足
？
く
咲
く
桜
の
花

を
楽
し
ん
で
い
た
。

作
劇
場
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
は

多
い
心
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
心
機
会
に
関
連
資
料
も
見
て

岩崎学園

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
同
館
。

　
詳
細
は
磯
ｒ
図
ｔ
‥
館
四
〇
４

５
・
７
５
３
・
２
８
６
４
へ
。

神
奈
川
県
と
連
携
推
進

若
者
の
成
長
な
ど
狙
う

　
県
内
で
専
門
学
校
や
大
学
万
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
な
ど

な
ど
を
運
営
す
る
学
校
法
人
岩
盲
分
野
で
連
携
す
る
。

崎
学
園
（
西
区
／
岩
崎
幸
雄
理
一

事
長
）
は
１
月
習
、
神
奈
川

県
と
「
連
携
と
協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
」
を
締
結
し
た
。

　
協
定
の
目
的
は
、
次
代
を
担

う
昔
者
の
成
長
と
地
域
の
活
性

化
。
今
後
。
両
者
は
「
ス
ポ
ー
ツ

振
興
」
や
「
教
育
・
・
叉
化
振
興
」
、

岩
崎
理
事
長
（
左
）
と
黒
岩
知
事

　
習
の
協
定
式
で
は
、
岩
崎
一

坪
事
長
と
黒
岩
祐
治
県
知
事
が
一

協
定
書
を
取
り
交
わ
し
た
。
ま
一

だ
「
ス
ポ
ー
ッ
振
興
」
に
関
連
し
、
一

横
浜
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ツ
専
門
学
一

校
の
学
生
が
製
作
し
た
、
セ
ー

リ
ン
グ
競
技
大
会
に
関
す
る
動

画
が
披
肖
さ
れ
た
。

　
同
学
校
法
人
の
担
当
者
は

「
東
京
五
輪
で
県
内
開
催
が
Ｆ

定
さ
れ
る
セ
ー
リ
ン
グ
が
さ
ら

に
浸
透
す
る
よ
う
力
に
な
り
た
・

い
」
と
話
す
。
ま
た
「
県
と
の
Ｉ

連
携
を
通
し
て
成
長
し
た
学
生

が
、
県
に
貞
献
で
き
る
人
材
に

な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　.I　　　　　　＝　　　－　　　　I今回a●廠瞥珊芦吽;

ｒ
ｉ
．
Ｉ
Ｉ

4実は農奮や書斎も皇んな楷浜.このコーナー

一橋浜廠食材の魅力を･I地産地消･の仕事人、

1･ﾚｼﾋﾟで紹介します!

　今回は‥．●　　　　．



- 一 一 - 一
ト
」
が
間
か
れ
る
。

一一
41目

凋， ｌ
ｌ
″
ｊ

支
援
をが
尚
尚
一

一
収
納
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
税
金
対
策
も

Ｉ
Ｓ
ｄ

１
５
へ
。

ホ
テ
ル
で
学
ぶ
「
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
」

２
月
2
8
日
　
山
下
公
園
前
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

　
２
月
２
８
旧
聞
に
、
元
町
・
中

琴
街
駅
徒
歩
１
分
の
老
舗
ホ
テ

－一一　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一一
　　　　　　　　　　　　　　　か１くでﾌﾚ

　　　　こEI　予約制　　　'　　　　　貿おどけ

cΣ〕ホテルニューグランド　　　

Q　　

質L⊇素生

　　本館5階｢ｽﾀｰﾗｲﾄ南｣　で］大　　　塁恚?作y

(ΣDI人500円(ｹｰｷ&お茶付き)瓢詔ｒ背　　卜膳げ

ｸﾗﾌ　時間　　　　　内容　　　　　　よフミご

　
当
日
は
セ
ミ
ナ
ー
内
容
が
異
一
伝
授
。
Ｂ
と
Ｄ
ク
ラ
ス
の
前
ｔ

な
る
Ａ
～
Ｄ
の
４
ク
ラ
ス
を
用
一
は
税
理
Ｌ
の
野
口
博
本
さ
ん

意
。
Ａ
と
ｃ
ク
ラ
ス
の
セ
ミ
ナ
ー
が
、
消
費
税
が
１
０
％
に
な
る
ま

Ｉ
心
前
で
に
は
、
整
即
収
納
ア
ー
で
に
知
っ
て
お
き
た
い
住
ま
い

ド
バ
イ
ザ
ー
が
リ
フ
ォ
ー
ム
懸
に
か
か
わ
る
税
余
に
っ
い
て
分

の
片
付
け
と
リ
フ
ォ
ー
ム
後
に
Ｉ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

収
納
が
ト
不
に
出
来
る
工
夫
を
Ｉ
　
後
半
心
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ

ｸﾗｽ　時間　　　　　内容

A 9:3o～　整理収納＆マンションリフォーム

B 11:3o～税金対策＆マンションリフォーム

C 13:30～整理収納＆マンションリフォーム

D 15:30～税金対策＆マンションリフォーム

● －

希望のクラスを選んで申込みを

’
Ｉ
ム
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
収
納
を

　
増
や
し
た
い
」
「
浴
室
や
キ
ッ
チ

　
ン
心
位
｀
に
を
変
え
た
い
」
な
ど
、

　
制
約
が
多
い
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ

　
ォ
ー
ム
心
悩
み
を
解
消
す
る
ノ

　
ウ
ハ
ウ
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
建

　
築
士
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、

　
数
多
く
の
実
例
を
具
体
的
に
解

説
。
中
占
マ
ン
シ
ョ
ン
を
購
酉

し
て
リ
ノ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
検

討
中
心
人
に
も
必
見
だ
。

　
参
加
ｆ
約
一
問
合
せ
は
ｌ
ｏ

１
２
０
・
５
０
５
・
４
７
０
へ
。

一 一

大
き
く
膨
ら
む
つ
ぼ
み
と
と
も
に
咲
く
河
津
桜
（
２
月
1
0
日
撮
影
）

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
皿
l
l
l
i
.
1
1
1
1
1
1
.
1
1
1
1
1

1
8
歳
選
挙
権
を
考
え
る

明
推
協
が
Ｉ
丿
日
に
講
演
会

　
磯
子
区
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
が
主
催
す
る
「
講
演
会
映

画
会
」
が
２
月
習
に
区
民
文

化
セ
ン
タ
ー
杉
田
劇
場
で
開
か

れ
る
。

　
第
一
部
で
は
、
上
智
大
学
教

授
の
田
中
泊
彦
氏
が
函
歳
選

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
D
i
l
l
l
l
l
l
＼

挙
権
と
私
た
ち
の
課
題
」
を
テ

ー
マ
に
講
師
を
務
め
る
。
昨
年

６
月
に
公
職
選
挙
法
等
の
一
部

　
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
講
演
会

　
で
は
１
８
歳
選
挙
権
や
課
題
な
ど

・
を
考
え
る
。

　
　
第
二
部
で
は
、
選
挙
の
知
識

　
を
深
め
る
選
挙
ク
イ
ズ
が
実
施

　
さ
れ
る
ほ
か
、
映
画
「
ミ
ニ
オ

　
ン
ズ
」
の
ト
映
が
行
わ
れ
る
。

を
改
圧
す
る
法
律
が
成
霖
．
し
、
一
　
講
演
は
午
前
１
１
時
か
ら
午
後

新
た
に
選
挙
権
を
得
た
。
今
夏

に
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

満
逗
以
上
智
未
満
突
然
ｏ
時

１ ５
分
（
開
場

1 0
時
寥
）
、

ｆ
ｒ
ｓ
一
’
‘
Ｊ
Ｆ
Ｉ
・
‘
Ｉ
‘
ｉ
‐
Ｉ
‘
一
‐
ｉ
ｒ
卜
・
コ
≒
・
’
－
一
一
~
i
l
M
S
.
~
I
~

j
i
j
l
J
y
　
l
l
s
&
i
’

ｗ
・
ｉ
‐
｀
‐
‐
ｗ
・
｀
‐
‐
｀
‐
Ｗ

使
わ
な
い
バ
イ
ク
を
買
取

　
不
要
に
な
っ
た
バ
イ
ク
を
無

料
で
出
張
査
定
。
「
走
行
可
能

な
バ
イ
ク
な
ら
３
ｒ
円
か
ら
買

ｽﾀｯﾌ９闘います/

不
動
車
も
無
料
引
取

取
致
し
ま
す
／
・
」
（
対
象
外
有

り
）
。
車
種
・
メ
ー
カ
ー
問
わ
ず
、

ナ
ン
バ
ー
廃
止
の
手
続
き
も
無

料
だ
か
ら
安
心
。
「
不
動
巾
心

処
分
も
ご
相
談
ド
さ
い
。
ま
ず

は
気
軽
に
お
電
話
を
♂

■
ユ
ー
メ
デ
ィ
ア
横
浜
新
山
下

四
〇
４
５
・
６
２
８
・
Ｏ
０
７
０

第
二
部
の
映
画
会
は
、

か
ら
４
時
。
中
込
不
一

１
時
ｙ

要
で
入
場

無
料
。
先
着
３
１
０
人
。
一
部

と
Ｉ
．
部
で
入
れ
替
え
を
行
う
。

ど
ち
ら
か
の
参
加
も
可
。

　
詳
細
は
区
統
計
選
挙
係
四
〇

４
５
・
７
５
０
・
２
３
１
７
へ
。

横浜1

り
一
ｒ
ｒ
ｉ
ｌ
μ
″
ｌ
ｌ
一
啜
引
ｆ

　
　
税
収
大
幅
減
・
認
知
不
足
で

　
横
浜
市
は
、
２
０
１
６
年
度

予
算
案
に
巾
の
事
業
へ
の
寄
付

を
募
る
「
横
浜
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

寄
付
金
」
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の

ｒ
共
犯
万
円
計
上
し
、
制

度
周
知
を
強
化
す
る
こ
と
が
こ

心
ほ
ど
わ
か
っ
た
。
全
国
的
な

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
者
の
広

が
り
で
、
１
６
年
度
の
税
収
の
減

る
見
込
み
が
前
年
比
習
円
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
対

応
策
が
立
て
ら
れ
た
。
今
後
は
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
を

街
で
配
布
し
、
広
報
し
て
い
く

と
い
う
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
出
身
地

な
ど
自
分
か
選
ん
だ
自
治
体
に

寄
付
を
す
る
と
、
税
控
除
を
受

一 一 -

「
挑
む
年
に
し
て
い
き
た
い
」

　
　
　
　
区
商
連
が
新
春
の
集
い

　
磯
子
区
商
店
街
連
合
会
（
堤

収
受
。
拉
）
の
新
存
の
集
い
が

２
月
５
目
、
ホ
テ
ル
横
浜
ガ
ー

デ
ン
で
聞
か
れ
た
。

　
式
典
に
は
、
区
商
運
や
行
政

ｊ
あ
い
さ
つ
す
る
堤
会
長れ

ｙ
新年

関
係
晋
な
ど
約
７
５
人
が
参
加
し

た
。

　
あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
堤
会
長

は
「
今
年
は
、
何
事
に
も
挑
ん

で
い
く
年
に
し
て
い
き
た
い
。

私
た
ち
は
、
自
分
の
商
売
に
対

し
て
絶
対
的
な
知
識
を
持
っ
て

い
る
。
今
日
は
そ
心
知
識
を
ひ

と
つ
、
ふ
た
つ
と
持
ち
帰
っ
て

商
売
に
役
八
て
て
ほ
し
い
」
と

ぶ
し
た
。

賀詞交換会

Ｉ
Ｃ
・
！
Ｌ
‐
／
‐
Ｊ
・
Ｊ
一
ｑ

一
－
４
１

け
ら
れ
る
制
度
。
近
年
で
は
返

礼
品
と
な
る
地
方
の
特
産
品
目

当
て
に
寄
付
を
す
る
人
も
多

く
、
「
お
土
産
競
争
」
が
起
こ
っ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
る
。

　
「
横
浜
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
寄
付

金
」
は
２
０
０
８
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
美
術
品
収
集
や
学
校

施
設
繁
備
な
ど
、
具
体
的
な
市

の
取
り
組
み
に
対
し
て
の
寄
付

を
募
る
も
の
。
返
礼
‥
皿
は
設
け

て
い
な
い
。

　
ポ
ス
タ
ー
制
作

　
全
国
的
に
寄
付
昔
が
増
え
る

中
、
市
は
１
５
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
心
控
除
に
よ
る
税
収
が
減

る
見
込
み
を
１
億
円
と
し
て
い

者
は
、
「
こ
れ
だ
け
の
減
収
幅
は

Ｆ
想
外
た
っ
た
。
匹
一
年
度
の
税

制
改
正
で
税
額
控
除
の
Ｌ
限
夕

拡
充
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
一

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と

分
析
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｒ
は
取
組
を
所

管
す
る
部
局
ご
と
に
行
っ
て
お

り
、
「
制
度
自
体
を
知
ら
な
い

市
民
は
ま
だ
相
当
数
い
る
」
と

し
て
制
度
周
知
に
力
を
入
れ
た

い
考
え
だ
。
ま
た
、
寄
付
先
に
「
歴

史
的
建
造
物
の
保
全
活
用
」
を

追
加
。
寄
付
先
と
な
る
す
べ
て

の
事
業
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
寄
付
の
申
込
み
も
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

　
市
担
当
者
は
「
寄
付
文
化
を

醸
成
し
広
め
る
と
い
う
趣
旨
を

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
て
い
る
。

「
地
域
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
」

市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合

　
横
浜
市
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
協
同
組
合
（
高
田
哲
―
裡
事

長
）
の
賀
詞
交
換
会
が
Ｉ
品

目
、
中
区
で
間
か
れ
た
。

あいさつする高田理事長

　
当
日
は
、
市
議
や
行
政
関
係
一

者
な
ど
多
数
の
来
賓
や
組
合
員

ら
が
参
加
。
高
田
理
事
長
は
「
環

境
絵
日
記
や
出
前
授
業
な
ど
地

域
循
環
型
社
会
『
リ
サ
イ
ク
ル

デ
ザ
イ
ン
タ
ウ
ン
』
の
実
現
に

向
け
て
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
今
後
も
啓
発
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
市
民
に
選

ば
れ
る
組
合
に
な
っ
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

市
民
セ
ミ
ナ
ー
充
実
へ

市
建
築
士
事
務
所
協
会

　
市
建
築
士
教
務
所
協
会
の
賀

詞
交
歓
会
が
１
月
８
目
、
中
区

の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
関
係
者

ら
約
１
２
０
人
が
集
っ
た
。

　
平
山
弔
司
令
長
は
あ
い
さ

つ
心
中
で
、
昨
年
、
巾
と
協
力

潭

’－

平山理事長

し
て
開
設
し
た
建
物
や
察
き
家
」

な
ど
住
ま
い
全
般
に
関
す
る
相

談
窓
口
に
っ
い
て
ふ
れ
３
０
件

余
心
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
報
告
。
ま
た
法
律
で
定

め
ら
れ
た
団
体
と
し
て
、
あ
り

方
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
必

要
性
を
指
摘
し
た
。
関
内
・
閣

外
心
街
づ
く
り
に
っ
い
て
も
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
く
方
針
を
示

し
た
。
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日本赤十字社では､機屋者に対する●擾金を下館のとおり受け忖けています、

裁援金は台湾赤＋字組繊による

裁援事業支援に活用されます。

　　　　　　三井住友銀行すずらん支店(普)2787750受付口座　豆唇莱和司i台石石弓函４y211(逗755

　　　　　　みずば銀行ｸﾇｷﾞ支店(晋)0623358

Y

横演(X)1

※□座名義はいずれも「日本赤十字社」※ご利用の金融機関Eこよっては､振込手数料が別途かかる場合があります

都心部

では､そ

椿直樹馥;倫ａぷ芯ly
●1�-　　　　　　･･一一

　ｉｌ．ﾄﾏﾄは湯むきしておく。

　l z.漬け汁の材料を鍋に入れて沸かし､粗熱を取

･…･10個

　　ってからﾄﾏﾄと共にジップロックに入れる。

l.冷蔵庫でよく冷やしてから供する。

………500cc

…･10グラム

･ｉンJ･訃々ﾄ･

攬け汁

･かりおだし一一

･塩･

10グラム・はちみつ……………
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　……゛'.　権浜野蛮の魅力を忿(伝えａため2na3年

,1.，　に｢梱浜野・撞歯槽量●｣を量�.斜‐を●

“●.I.｀　－して●・を撞建すａＭ●に趨わ‘U,特筆jll
●

l

if勧めｉ晨赫水斎場|迪斎蛙鏑ぬ仕事ÅJ

t　　』こ蓄宦され.樋ｉい括・を鮪11tいa.・l
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本島-種社蜃

一昨年都筑区に新しくできた自社工場で、

毎日職人が丹精込めて手作り､来年に150

周年を迎える｢馬画道｣発祥のｶﾞｽ灯を模

様にあしらっており､ﾊﾟｯｹｰｼﾞもﾚﾄﾛで

可愛いとごS評いただいておりま篤

な
｢ヨコハマハイカラレーペル｣

　　　　10選に選出

Ｓ
‐塵道十価館瀧北工場店
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今回紹介した商品(ビスカウト９校入)を抽選で3人に｡応募はハガキに住所､氏

名､年齢､希望商品､同コーナーヘの感想を明記の上、

〒２３１－ｏＯ３３横浜市巾区長者町2の5の１４(２Ｆ)㈱タウンニュース社｢ヨコ

ハマ･グッズｏＯＩ｣係へ｡2月29日必雌。　4i姻警へのl&見送|ｭ82罵よ7iわ廿でし琉たきます

記者に

－一一・　i゛｀　　゜'゛'f　，l.ほl‾1‾‾a‾‾‾‾｜
　4"゜'‾　　‾‾‾こｰ----‾ご‾Tごご毘てこ‾　　　　・

馬車道の老舗レストラン｢馬車道十番館｣で人気の

スイーツは､厚めのﾋﾟｽｹｯﾄに甘さ控えめのクリーム

をサンド｡1枚でも食べ応え十分なのに､つい全種

類食べたくなってしまう美味しさです(特にピーナッ

ツ味にハマる人続出!)｡｢またビスカウト買ってきて｣

と横浜土産の中でもリクエスト率の高さは断ﾄｯ。

今の季節はﾎｯﾄﾐﾙｸと一緒にぜひどうぞ。
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